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Righteousness of God 

 

    神の義 

 

 

“Indeed, there is no one on earth who is righteous, no one who does what 

is right and never sins”. Ecclesiastes 7:20.  

 

20 この地上には、善を行い、罪を犯さない正しい人はひとりもいないから。 

(伝道者の書 ７章２０節) 

 

Read Romans 3:9 – 3:20. 

9 What shall we conclude then? Do we have any advantage? Not at all! For we have 

already made the charge that Jews and Gentiles alike are all under the power of sin. 10 

As it is written: 

 

“There is no one righteous, not even one; 11 there is no one who understands; 

    there is no one who seeks God. 12 All have turned away, they have together become 

worthless; there is no one who does good, not even one.13 Their throats are open 

graves; their tongues practice deceit. The poison of vipers is on their lips.14 Their 

mouths are full of cursing and bitterness.15 Their feet are swift to shed blood;16 ruin 

and misery mark their ways,17 and the way of peace they do not know.18 There is no 

fear of God before their eyes”. 

 

19 Now we know that whatever the law says, it says to those who are under the law, 

so that every mouth may be silenced and the whole world held accountable to God. 20 

Therefore no one will be declared righteous in God’s sight by the works of the law; 

rather, through the law we become conscious of our sin. 

 

ローマ人への手紙 ３章９−２０節 

9 では、どうなのでしょう。私たちは他の者にまさっているのでしょうか。決してそうで

はありません。私たちの前に、ユダヤ人もギリシヤ人も、すべての人が罪の下にあると責

めたのです。10 それは、次のように書いてあるとおりです。 

 

「義人はいない。ひとりもいない。11 悟りのある人はいない、神を求める人はいない。 

12 すべての人が迷い出て、みな、ともに無益な者となった。善を行う人はいない。ひと
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りもいない。」 

13 「彼らののどは、開いた墓であり、彼らはその舌で欺く。」「彼らのくちびるの下に

は、まむしの毒があり、」14 「彼らの口は、のろいと苦さで満ちている。」15 「彼らの

足は血を流すのに速く、16 彼らの道には破壊と悲惨がある。17 また、彼らは平和の道を

知らない。」18 「彼らの目の前には、神に対する恐れがない。」 

 

19 さて、私たちは、律法の言うことはみな、律法の下にある人々に対して言われている

ことを知っています。それは、すべての口がふさがれて、全世界が神のさばきに服するた

めです。20 なぜなら、律法を行うことによっては、だれひとり神の前に義と認められな

いからです。律法によっては、かえって罪の意識が生じるのです。 

 

 

Story of Solomon at the end of his time: despite all his wealth and wisdom, Solomon 

came to the realization that everything he had was meaningless, and everyone is 

contaminated by sin. 

This theme was largely carried through the OT and picked up by Paul, and dramatically 

exemplified in Romans. 

 

まず今日は、ソロモン王の最期 のお話から始めたいと思います。 

ソロモンは、その富と知恵にもかかわらず、自分の持っているものすべてが無意味であ

り、誰もが罪によって汚（けが）されているということを悟りました。 

そしてこの『誰もが罪人である』と言うテーマは、旧約聖書全般に渡って語られ、やがて

パウロに受け継がれ、ローマ人への手紙に劇的に記されることになったのでした。 

 

Today’s passage in Chpt 3 is a summary and culmination of the first 2.5 Chapters in 

Romans. Hence, to clarify the context, we recap key passages from the first two Chpts. 

 

今日これからお話しする第 3 章は、ローマ人への手紙の 2 章のはじめの半分の要約が書か

れている、いわゆる集大成にあたります。そこで、３章をしっかりと理解するために、2

章の序盤に書かれている重要な箇所をまとめてみたいと思います。 

 

In Chpt 2, we read:  

第 2 章には次のように書かれています。 

 

Romans 2: 1-3.  You [God’s people], therefore, have no excuse, you who pass 

judgment on someone else [Gentiles], for at whatever point you judge another, you are 
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condemning yourself, because you who pass judgment do the same things. 2 Now we 

know that God’s judgment against those who do such things is based on truth. 3 So 

when you, a mere human being, pass judgment on them and yet do the same things, 

do you think you will escape God’s judgment? 

 

ローマ人への手紙 ２章１−３節 

1 ですから、すべて他人をさばく人よ。あなたに弁解の余地はありません。あなたは、他

人をさばくことによって、自分自身を罪に定めています。さばくあなたが、それと同じこ

とを行っているからです。2 私たちは、そのようなことを行っている人々に下る神のさば

きが正しいことを知っています。3 そのようなことをしている人々をさばきながら、自分

で同じことをしている人よ。あなたは、自分は神のさばきを免れるのだとでも思っている

のですか。 

 

Here, we see Paul saying to God’s people that they are guilty to committing the same 

atrocities as those that they are judging. So let‘s go back a chapter to see what ‘they’ 

were doing….. but instead of using “they”, I am going to use the term “we”. 

 

ここではパウロは、神の民に対して自分たちもまた、「裁いている人々」と同じように残

虐行為を犯していると言っています。では、「彼ら（裁いている人々）」が何をしていた

のか、1 章をさかのぼってみたいと思いますが、「彼ら」という言葉を使う代わりに、

「私たち」という言葉を使って読んでみましょう。 

 

Romans 1: 28-32. Furthermore, just as WE did not think it worthwhile to retain the 

knowledge of God, so God gave US over to a depraved mind, so that WE do what ought 

not to be done. 29 WE have become filled with every kind of wickedness, evil, greed and 

depravity. WE are full of envy, murder, strife, deceit and malice. WE are 

gossips,30 slanderers, God-haters, insolent, arrogant and boastful; WE invent ways of 

doing evil; WE disobey our parents; 31 WE have no understanding, no fidelity, no 

love, no mercy. 32 Although WE know God’s righteous decree that those who do such 

things deserve death, WE not only continue to do these very things but also approve of 

those who practice them. 

 

ローマ人への手紙 １章２８−３２節 

28 また、私たちが神を知ろうとしたがらないので、神は私たちを良くない思いに引き渡

され、そのため私たちは、してはならないことをするようになりました。29 私たちは、

あらゆる不義と悪とむさぼりと悪意とに満ちた者、ねたみと殺意と争いと欺きと悪だくみ
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とでいっぱいになった者、陰口を言う者、30 そしる者、神を憎む者、人を人と思わぬ

者、高ぶる者、大言壮語する者、悪事をたくらむ者、親に逆らう者、31 わきまえのない

者、約束を破る者、情け知らずの者、慈愛のない者です。32 私たちは、そのようなこと

を行えば、死罪に当たるという神の定めを知っていながら、それを行っているだけでな

く、それを行う者に心から同意しているのです。 

 

IN spite of having the Law, the Jews [God’s people] did everything against the law. 

 

当時、律法をもっていたにもかかわらず、ユダヤ人（神の民）は律法に反することばかり

していたのです。 

  

That was the Jews. You may be sitting here this morning thinking ‘I’m not really that 

bad’.  

Yet, even the prophet of God, Isaiah, inclusively conceded:  

 

それが、ユダヤ人のしたことでした。そして今朝、ここに座っているあなたは、『自分は

そんなに悪くない』と思っているかもしれません。 

しかし、神の預言者イザヤでさえ、人の罪を認めています。 

 

“all our righteous acts are like filthy rags; we all shrivel up like a leaf, and like the wind 

our sins sweep us away” (Isaiah 64:6). 

 

6 私たちはみな、汚れた者のようになり、私たちの義はみな、不潔な着物のようです。私

たちはみな、木の葉のように枯れ、私たちの咎は風のように私たちを吹き上げます。 

（イザヤ書 ６４章６節） 

 

 

John Calvin once stated: “Nearly all the wisdom we possess consists of two parts: the 

knowledge of God and of ourselves.”  

The knowledge of God is difficult to comprehend and to embrace—that’s 

obvious! 

The knowledge of ourselves is just as difficult to comprehend – this, we often 

overlook. For example, Peter swore he would not deny Jesus, but then did so 3 times 

within a matter of hours!! 
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フランスの神学者であるジョン・カルヴァンはかつて次のように述べました。 「私たち

が持っているすべての知識は、2 つの部分から成り立っている。それは、『神の知識』と

『自分の知識』である。」 

『神の知識』が、私たちにとって理解するのも受け入れるのも難しいと言うこと 

は明白です。 

『自分の知識』は、これも同様に理解するのが難しいのです。なぜなら、ペテロは

イエスを否定しないと誓いましたが、数時間のうちに 3 回も否定したというのがよい例で

はないでしょうか。 

 

By Romans Chpt 3, it becomes clear that Jew or Gentile, we are all the same:  

 

また、ローマ人への手紙 3 章を読むと、ユダヤ人であろうと異邦人であろうと、私たちは

みな同じ（同様）であることがわかります。 

 

Romans 3:11-12 (which is quoted from Eccl 7:20 and Psalm 14:3) 

There is no one righteous, not even one; 
11     there is no one who understands; there is no one who seeks God. 
12 All have turned away,  they have together become worthless; 

there is no one who does good,  not even one 

 

ローマ 3:11-12 には、伝道者の書 7：20 と詩篇 14:3 からの引用として、 

『義人はひとりもいない』ということが次のように書かれています。 

11 悟りのある人はいない、神を求める人はいない。 

12 すべての人が迷い出て、みな、ともに無益な者となった。善を行う人は

いない。ひとりもいない。」 

 

Ultimately, we reach the climax in Romans 3:20…. 
20 Therefore no one will be declared righteous in God’s sight by the works of the 

law; rather, through the law we become conscious of our sin. 

 

そして最終的にローマ人への手紙 3 章 20 節で、何が『みな同じ』なのかが、究極の意味

をもって書かれています。 

20 この地上には、善を行い、罪を犯さない正しい人はひとりもいないから。 

 

NOTE: Definition of Righteous = behaviour that is morally right or good. 

But according to who’s morals? = according to God’s absolute unchangeable morals. 
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注：『Righteous（正義の）』とは、道徳的に正しい、または良い行いと定義されていま

す。 

しかし、誰の道徳に従って正しいとされるのでしょうか？ 

 

When we say no one is righteous, it is relative to God’s righteous ways  

— so compared to God, even the righteous acts of Billy Graham, Mother Teressa,  

St Paul, and other Saints of the Bible, and even YOU ……. are like filthy rags!!!! 

 

私たちが『誰も正しくない』ということは、実に、『神が正しい』ということと関係して

います。 

なぜなら、神に比べれば、ビリー・グラハム（アメリカの伝道師）やマザー・テレサ、聖

パウロ、その他の聖書の聖人たち、そしてあなたでさえ、その正しい（義の）行いは不潔

なぼろ布（着物）のようなものだからです。 

 

Story of Marin Luther 

There was a young monk named Martin Luther who was wracked with anxiety, worry 

and fear, about this very truth. He often laid awake at night absolutely worked with 

anxiety over a problem he couldn’t solve in his head.  

Based on simple deduction from passages in Scripture (especially the Old Testament), 

he realized:  

“wait a second, I see my own heart and my own life and how unrighteousness I am and 

how much I sin, and I know that someday I’m going to stand before God and that God 

upholds His law and justice, and so how in the world am I going to be accepted?  

 

マルティン・ルターの物語 

かつて、マルティン・ルターという若い修道士がいました。彼はまさにこの『正しい人は

ひとりもいない』という真理について、不安、心配、恐れにさいなまれていました。彼は

しばしば夜も眠れず、考えても解決できないこの問題に頭を悩ませていたのでした。 

しかしある日、聖書（特に旧約聖書）の聖句からの単純な推論に基づいて、彼はあること

を悟りました。 

「ちょっと待てよ。私は自分の心や生活を振り返ってみて、自分がどれほど不義で、どれ

ほど罪を犯しているかということを知っている。そしていつか自分は神の前に立ち、神が

その律法と正義によって私を定めてくださることも知っている。その時はたして、神は私

を受け入れてくださるだろうか？」 
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So Luther would work and hold on to passages similar to:  

 

そこでルターは、次のような聖書箇所を拠り所とすることを決意したのでした。 

 

Romans 2:13. “For it is not those who hear the law who are righteous in God’s sight, 

but it is those who obey the law who will be declared righteous”  

And would think, well, I’d better get to work hard on making up for my lack of 

righteousness.  

 

ローマ人への手紙 ２章１３節 

13 それは、律法を聞く者が神の前に正しいのではなく、律法を行う者が正しいと認めら

れるからです。 

 

Sadly, Luther did a lot to make up for his lack of righteousness, making life very hard 

on himself: 

 

• intentionally sleeping without a blanket in the cold monastery in winter 

• go up the steps of the monastery on his knees one by one, praying each step 

along the way  

• go to confession for hours a day,  

 

悲しいことに、この時からルターは、自分の正義感の欠如を埋め合わせるために多くの正

しいことを行い、自分自身に非常に厳しい生活を強いることになったのでした。 

ルターは、 

• 冬の寒い修道院でわざと毛布をかけずに寝るようにしました。 

• 修道院の階段を膝をついて一段一段祈りながら上るようにしました。 

• 一日に何時間も懺悔をしました。 

 

Luther thought maybe somehow, some way, he could make up for it all by just trying 

harder. 

 

ルターは、どうにかして、なんとかすれば、ただ努力することですべてを埋め合わせるこ

とができるのではないかと考えました。 

 

Echoing Eccl 7:20, there is no one that is righteous in God’s eyes. 

And so, to some extent, Luther’s concern and worries were kind of justified……. 
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伝道者の書 7 章 20 節にあるように、神の目に正しい者は一人もいないのです。 

ですから、ルターが懸念し心配する理由はよくわかります、、。 

 

Lets close in prayer….. 

祈りましょう。 

 

Luther’s anxiety continued to get worse until one day he was reading the Bible and he 

came across these most beautiful and liberating verses in Romans 3:21–26, which 

starts off: 

BUT ……. 

 

Romans 3:21-26 
21“But now apart from the law the righteousness of God has been manifested, being 

witnessed by the law and the Prophets……… for all those who believe.”  

 

ルターの不安は悪化の一途をたどっていきましたが、ある日、彼は聖書を読んでいて、ロ

ーマ人への手紙 3 章 21 節から 26 節に書かれている、最も美しく、彼を苦しみから解放

してくれるような聖句に出会ったのでした。そして２１節は、「しかし、」という言葉か

ら次のように始まります。 

 

しかし、、、 

 

ローマ人への手紙 ３章２１−２６節 

21 しかし、今は、律法とは別に、しかも律法と預言者によってあかしされて、神の義が

示されました。、、、イエスを信じる者を義とお認めになるためなのです。 

 

Here Paul makes a major turn in his letter. Since Romans 1:18 he has been showing 

how we don’t have righteousness, and therefore we are under sin and judgment, 

destined for final wrath and fury. 

BUT there is a divine righteousness — a God-sent, God-given righteousness, that is 

not through our own deeds or the works of the law, but through faith in Jesus Christ, 

for all who believe. 

 

この時、パウロはこの手紙を書いているうちに大きな転機を迎えます。ローマ人への手紙

1 章 18 節以後、パウロは、私たちがいかに義を持っていないか、それゆえ私たちは罪と
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裁きの下にあり、最終的には神の怒りと憤りを受ける運命にあるということを示してきま

した。 

しかし、その箇所でパウロは、神の義、すなわち神が与えてくれる義があると言い始めた

のです。しかも、その義とは私たち自身の行いや律法によるのではなく、イエス・キリス

トを信じる信仰によると書かれているのです。 

 

WAIT a second!  

What!  

Can I REALLY be made righteous….. freely? for nothing?!?!?!? 

 

ちょっと待ってください！ 

どういうことでしょうか？ 

ということは、私は本当に義とされるのでしょうか？ 

 

Luther stumbled across this passage what we now call the “doctrine of justification”. 

Luther famously claimed “This passage is the center of the whole Bible”. 

 

ルターはこの聖書箇所の中で、今で言う「義の教理（教え）」に出会ったのでした。ルタ

ーは後に、「この聖句は聖書全体の中心である」と主張したことで有名になります。 

 

Consider this….. vs 21 is in essence telling us that we sinners, with no good morals, 

are being made ‘right’ on par with God’s unattainably high moral standard!!!! 

Luther realized that these verses are the key to understanding our eternal fate.  

A person’s eternal fate is determined by whether they can stand before God someday 

and be regarded as righteous. Even though they’re not.  

And Luther realized in this passage that we have this amazing truth here, that God can 

declare unrighteous people to be righteous,  

That is the doctrine of justification and its amazingly GOOD NEWS. 

 

ローマ書 21 節では、要するに、道徳心のない私たち罪人が、達成不可能だと思われるほ

ど高い道徳基準に匹敵する『正しい』者とされると、教えてくれているのです！ 

そしてルターは、この聖句が私たちの永遠の運命を理解する鍵であるということに気づい

たのでした。 

人の永遠の運命は、たとえ正しい行いをしていなくても、いつか神の前に立った時に、義

とみなされるかどうかで決まるのです。 
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そしてルターはこの聖句の中に、「神は正しくない人を義とよぶことができる」という驚

くべき真理があることに気づいたのでした。  

それこそが「義の教理（教え）」であり、驚くべき福音なのです。 

 

The obvious questions is: How is it that we, the unrighteous, can be declared 

righteous? 

 

それにしても、明らかな疑問がわいてきます。『 義でない私たちが義とされる（宣言さ

れる）』のはなぜなのでしょうか？ 

 

The answer is in v22-26:  

その答えは 22-26 節にあります。 

 

 22 This righteousness is given through faith in Jesus Christ to all who believe. There is 

no difference between Jew and Gentile,  
23 for all have sinned and fall short of the glory of God,  
24 and all are justified freely by his grace through the redemption that came by Christ 

Jesus.  
25 God presented Christ as a sacrifice of atonement, through the shedding of his 

blood—to be received by faith. He did this to demonstrate his righteousness, because 

in his forbearance he had left the sins committed beforehand unpunished—  
26 he did it to demonstrate his righteousness at the present time, so as to be just and 

the one who justifies those who have faith in Jesus. 

 

22 すなわち、イエス・キリストを信じる信仰による神の義であって、それはすべての信

じる人に与えられ、何の差別もありません。 

23 すべての人は、罪を犯したので、神からの栄誉を受けることができず、 

24 ただ、神の恵みにより、キリスト・イエスによる贖いのゆえに、義と認められるので

す。 

25 神は、イエス・キリストを、その血による、また信仰による、なだめの供え物とし

て、公にお示しになりました。それは、ご自身の義を現すためです。というのは、今まで

に犯されて来た罪を神の忍耐をもって見のがして来られたからです。 

26 それは、今の時にご自身の義を現すためであり、こうして神ご自身が義であり、ま

た、イエスを信じる者を義とお認めになるためなのです。 
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See Vs 22  and Vs 24 

Paul illuminates the instrument of our justification. i.e. The channel by which we get 

this amazing righteousness.  

 

22 節と 24 節を参照してみましょう。 

ここではパウロは、私たちの義を認識する手段、すなわち、私たちがこの驚くべき義をど

のようにして得ることができるのかを明らかにしてくれています。 

 

   That is…… faith/believing in Jesus Christ 

   それは......イエス・キリストを信じる信仰です。 

 

i.e. This righteousness comes not from within ourselves, it comes from another place, 

and you get it by faith.  

 

さらに、この義は私たち自身の内側からではなく、別のところから与えられると言ってい

ます。すなわち、信仰によって得られると言っているのです。 

 

Now it is important to realise that there is a very distinct difference between being 

made righteous… ‘by faith’ vs ‘because of faith’! 

 

ここで私たちは、『信仰によって』義とされるのと、『信仰のゆえに』義とされるのとで

は、全く異なるということを理解することが重要です。 

 

In a contemporary world of inclusivity, it has become trendy to have a ‘faith’ or be a 

person of faith…. But it is not the faith that is central, rather it is what you have faith 

in that is important. 

 

現代のインクルーシブ社会（多様性を認め共生できる社会）では、『信仰』を持つこと、

あるいは『信仰を持つ人』であることが流行しています。しかし、大切なのは信仰をもつ

ことではなく、むしろ何を信仰するかが重要視されるべきなのです。 

 

Faith in itself is not the thing that saves you. Rather, faith brings you into the presence 

of the One that does save you:  

= Jesus – all who were to come after Jesus 

= the One true God – all who believed before Jesus (cf vs 25; e.g. Chpt 4:22 Abraham - 

This is why “it was credited to him as righteousness.”).  
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i.e. Faith is merely a channel, merely an instrument. 

In this simple truth, take heart, because even when your faith ‘feels’ shaky (which can 

happen, we all have questions), the One who makes you righteous and saves stands 

firm, unshakable! 

 

信仰そのものがあなたを救うのではありません。むしろ信仰は、あなたを救ってくださる

方の元に連れて行ってくれるのです。すなわち、あなたと救い主を結びつけてくれるのが

信仰なのです。  

イエスが現れた後の人々は、イエスと結びつきました。 

イエスが現れる以前の人々は、唯一のまことの神と結びつきました。（25 節参照、そし

て 4 章 22 節には、アブラハムについて「だからこそ、それが彼の義とみなされたので

す。」と、書かれています。） 

ですから、信仰は単に、路（みち）であり、道具にすぎないと言えるでしょう。 

この、『信仰は路である』という単純な真理を心に刻んでください。たとえあなたの信仰

が「揺らいでいる」と感じても（それは起こりうることであり、私たちは誰でも疑問を抱

く時があります。）、あなたを義とし、救ってくださる方は、揺るぎなくしっかりと立っ

ておられるのですから！ 

 

God is a God of Justice! So how is it that God can declare unrighteous people to 

be righteous people when they’re not righteous people? 

Righteousness is allotted based on deeds that align with God’s moral compass. And 

although we don’t have these morals, someone else does…… Jesus!! 

So, through faith in Jesus, we are made righteous. Hooray!! 

BUT….. 

…we are still left with a small dilemma; according to God’s justice, our unrighteous 

acts cannot be simply overlooked…. No matter how small the iniquity e.g. disobeying 

parents (cf Deuteronomy). 

 

神は義の神なのです！しかし、なぜ神は、正しくない人を正しいとすることができる（宣

言できる）のでしょうか？ 

義とは、神の道徳観に合った行いに基づいて定められるものです。そして、私たちはその

ような優れた道徳観を持ち合わせていませんが、他の『誰か』は持っていると言うので

す。もちろんそれは、、、イエスです！ だから、イエスを信じることによって、私たち

は正しい者（義）とされるのです。まさに万歳したい気分になりますよね！ 

しかし、 
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まだ小さなジレンマ（相反する問題）が残っています。神の義によって、私たちの不義な

行為は単純に何でも見過ごされるわけではないと言う、相反する問題が残っているので

す。どんなに小さな不義に見えても、例えば、親に従わないこと（申命記参照）などが、

見過ごすことの出来ない不義になります。 

 

Example: A car was damage when a young boy slipped off his skateboard and the 

board went smashing into the car. Now, even if the owner forgives the boy, there is still 

damage to the car that remains and needs to be paid for so that it can be restored to 

being right. 

 

例えとして、一人の少年がスケートボードから滑り落ち、ボードがある車に衝突したとし

ましょう。所有者が少年を許したとしても、車にはまだ傷が残っており、車を元の状態に

戻すために弁償する必要があります。 

 

So although God can make us righteous by faith in Jesus, God’s Justice demands our 

iniquities must be punished; which according to God’s law, the wages of sin is death. 

How can God make us righteous AND still punish our sin? 

ANSWER: = JESUS…… and ……… JESUS!!! 
25 God presented Christ as a sacrifice of atonement, through the shedding of his 

blood—to be received by faith. He did this to demonstrate his righteousness, because 

in his forbearance he had left the sins committed beforehand unpunished—  
26 he did it to demonstrate his righteousness at the present time, so as to be just and 

the one who justifies those who have faith in Jesus. 

 

この例のように、神は、イエスを信じるという信仰によって私たちを義とすることができ

ますが、神の正義は、さらに私たちの咎（過ち）を罰することを求めるのです。 

 

では、神はどのように私たちを義とし、そのうえで、私たちの罪（過ち）を罰するのでし

ょうか？ 

 

その答えは、イエス、そして、イエスなのです！ 

２５−２６節 

25 神はキリストを贖いのいけにえとして差し出された。神はご自分の義を示すために、

このようにされた。 

26 イエスを信じる者を義とし、義とされるために、ご自分の義を現に示されたのです。 

 



 14 

In essence God poured out His righteousness and lavished it on us, and at the same 

time,  

He took our unrighteousness and allowed His Son Jesus to be the scapegoat for our 

punishment as an act of atonement (action of making amends). 

Amazingly, God did this because of His own righteousness!!! (Vs 25 “He did this to 

demonstrate His righteousness”). 

i.e. the very epitome of God’s righteousness is His amazing grace and love for us!! 

 

要するに、神はご自身の義を私たちに注いでくださっただけでなく、惜しみなく注いでく

ださったのです。  

神は、私たちの不義を受け止め、贖罪の行為（償いの行為）として、御子イエスが私たち

を罰する身代わりとなることを許されたのです。 

驚くべきことには、神はご自身の義のゆえにこのようなことをされたのです！(25 節「ご

自身の義を現すために、されました。」） 

つまり、神の義は、私たちに対する神の驚くべき恵みと愛という形になって現れているの

です。 

 

In Summary 

In no uncertain terms, Romans 1-3 tells us that we all, without exception, are 

unrighteous!! 

 “Indeed, there is no one on earth who is righteous, no one who does what is right 

and never sins”. Ecclesiastes 7:20  

 

ローマ人への手紙 1～3 章は、私たちは皆、例外なく不義を行う者であることを明確に教

えてくれています！ 

そのことはまた、伝道者の書 7 章 20 節 に 、「正しいことを行い、罪を犯さない者は、

この地上にはいない」と書かれています。  

 

With this, there are two concluding points: 

1) First, let me reiterate the GOOD NEWS; that is, in spite of our filthy unrighteous 

acts: 

• God lavishes His own perfect righteousness on us…. 

• …on us who have faith in the atoning sacrifice of Jesus Christ 

• that is, it was Jesus who took the punishment [death] for our sins, in 

accordance with God’s justice 
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 今日のお話には、次の 2 つの結論がありました。 

一つ目の結論は、 

1)私たちの不潔で不義な行いにもかかわらず、神はご自身の完全な義を惜しみなく私たち

に注いでくださる。 

• 神はご自身の完全な義を私たちに惜しみなく注いでくださいます。 

• イエス・キリストの贖いの犠牲を信じる私たちに神の義を注いでくださいます。 

• 神の義に従って、私たちの罪のために罰（死）を受けてくださったのはイエスで

す。 

 

Take heart, you receive God’s full undiluted righteousness the moment your faith in 

Christ is solidified. i.e. which means, if you have not yet come to faith in Jesus, you can 

have God’s full and amazing righteousness right now, today.  

Please, if you are here this morning and do not know the loving grace of Christ this 

morning, please I encourage you to talk to one of the church members or leaders this 

morning! There is nothing in your life that is more important! 

 

キリストへの信仰を誓った瞬間に、あなたは神の完全な汚れのない義を受けることができ

るのです。もし、あなたがまだイエスへの信仰を持っていないなら、あなたは今、今日こ

の瞬間、神の完全で驚くべき義を受けとることができるのです。 

今、この教会の中で、キリストの愛に満ちた恵みをあなたがまだ知らないなら、どうか今

朝、教会員かリーダーの誰かにお話しすることを勧めます。あなたの人生において、これ

ほど大切なことはないと思うからです！ 

 

2) For those that are already followers of Christ, don’t forget where your righteousness 

comes from; it is not of your own doing. Therefore, I implore you not to follow the 

example of the Jews in Chpt 2 that hypocritically judge those around you. Remember, 

we are no better than anyone else (think of Chpt 1). 

It is fitting that this morning we are about to take communion together, as communion 

essentially captures the very heart of Romans 1 to 3; that is, we come before God and 

confess that we are sinners and “all our [self]righteous acts are like filthy rags”,  

BUT….. 

our heavenly Father lavished His own righteousness on us by allowing His son, Jesus 

Christ, to be broken (breaking of the bread), His blood spilled for us (the wine);  

“He was delivered over to death for our sins and was raised to life for our 

justification” (Romans 4:25) 
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二つ目の結論は、 

2) すでにキリストに従っている人たちは、自分の義がどこから来るのかを忘れてはなら

ない。 

 

ローマ書の 2 章に出てくるユダヤ人のように、周りの人を偽善的に裁くようなことはしな

いでほしいのです。覚えておいてほしいのは、私たちは他の誰よりも優れているわけでは

ないということです（1 章を思い出してください。）。 

私たちは神の前に出れば罪人であり、「私たちの（自己の）正しい行いはすべて不潔なぼ

ろきれのようなものです。」と告白しようではありませんか。 

しかし、 

私たちの天の父は、御子イエス・キリストの肉を裂かれ（パンを裂かれ）、私たちのため

にイエス・キリストは血を流され（ぶどう酒となり）、ご自身の義を私たちに惜しみなく

注いでくださったのです。  

25 主イエスは、私たちの罪のために死に渡され、私たちが義と認められるために、よみ

がえられたからです。（ローマ人４：２５） 

 

This is truly amazing grace!! 

これは本当に驚くべき恵みです！！ 

 

Let’s pray.   

祈りましょう。  

 

NOTE: Response song = This is amazing grace (Phil Wickam) 

応答歌 This is amazing grace（フィル・ウィッカム） 

 

 

 

 


